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建物用途別現況  ※令和元年度亀岡市都市計画基礎調査のデータを編集のうえ作成 

 

 

建物用途別に建築面積を集計すると、市街化区域内の

戸建住宅が約175万㎡と最も大きく、これは亀岡市の都市

計画区域内の建築面積合計の約 47％に値する。 

そのほかの太陽光発電導入のポテンシャルを持っていると考

えられる施設では、業務施設が約 9 万㎡、商業施設が約

19 万㎡、官公庁施設が約 1 万㎡、学校や図書館・運動

施設などの公共施設が約 22 万㎡、病院や福祉施設が約

6 万㎡、倉庫が約 6 万㎡、工場が約 23 万㎡、となってい

る。 

建築面積（㎡） 市街化区域 市街化調整区域 計

業務施設 48,028 40,974 89,003

商業施設 168,016 22,771 190,787

住宅 1,757,334 1,041,488 2,798,822

官公庁施設 12,182 539 12,721

学校・図書館・運動施設 113,935 113,251 227,185

病院・福祉施設 36,140 26,581 62,721

運輸倉庫施設 29,283 32,799 62,082

工場 120,952 110,272 231,224



建物の屋根に太陽光発電を導入する場合、与える影響が大きいと考えられる「景観」に関する情報 

 


